
函館 室蘭 苫小牧 小樽 札幌 南空知 北空知 旭川 名寄 北見 十勝 釧根 開催地

ジュニア新人 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 0

中学新人（個人戦） 3 3 3 3 6 3 3 4 3 3 4 3 1

中学新人（団体戦）(R4～) 2 1 2 2 4 1 1 2 1 1 2 1 1

国スポ予選 5 3 3 3 8 3 3 5 3 3 5 4 1

北海道選手権（高校1・2年） 5 3 3 3 8 3 3 5 3 3 5 4 1

北海道選手権（高校3年） 2 1 1 1 3 1 1 2 1 1 2 1 1

高校選抜（団体戦） 4 3 3 3 8 2 2 4 2 3 4 4 各1

高校選抜（個人戦） 5 3 3 3 8 3 3 5 3 3 5 4 各1

国スポ予選

北海道選手権(高校1・2年)

北海道選手権（高校3年）

高校選抜

ジュニア新人

国スポ予選・北海道選手権・高校選抜については、推薦選手同士の組替えを認める(Ｈ20)

北海道選手権（高校3年）について

　　　①地区を越えての推薦選手同士の組替えを認める（Ｈ24）

　　　②混合複の出場を認める（Ｈ30）

　　　③一般選手と組んで男女複・混合複の出場を認める（Ｈ30）

　　　④男女複と混合複の両方には出場できない（Ｈ30）

・道選手権高校ベスト4　　　    ・全日本ジュニア出場者

・小学ＡＢＣ大会「Ａ」の南北各ベスト2  　・ジュニアナショナルメンバー

中学新人
・単複ともに道中体連大会ベスト８以上の１・２年生 ・ジュニアナショナルメンバー

・ジュニア新人道予選会南北各ベスト2の中学生

その他、選手強化委員会より推薦された者

・国スポ予選のベスト8　         　・高校選手権南北各ベスト4　

　　　　　　全道大会（中・高）出場割当数　   R4.2.19

※割当数の棄権があった場合は、原則として開催地区協会が補充できる。(ただし、北海道選手権の高校3年を除く)

                 推薦資格条件（中・高）      H29.2.25

・高校選抜南北各ベスト4　　　・前年度中学生で全日本ジュニア推薦者（強化委員会より）

・国スポ予選のベスト8　　　　　　・高校選手権南北各ベスト4　　



シングルス　

1　全日本ジュニア新人の部（全国）好成績者（ベスト16）

2　全国中体連大会シングルス好成績者（ベスト８）

3　ジュニアナショナルメンバー（U-16）

4　ジュニア新人南北各１・２位

5　道中体連大会シングルスのベスト４

6　道中体連大会シングルスのベスト８

7　前年度同大会シングルスのベスト４

ダブルス　

1　全国中体連大会ダブルス好成績者（ベスト８）

2　道中体連大会ダブルスのベスト８

3　前年度同大会ダブルスのベスト４

学校対抗団体戦

1　４宛とし、道中体連大会団体戦ベスト４の学校（チーム）

　　※ただし、シード対象の学校（チーム）は、地区予選を1位で通過し

　　　出場する場合に限る。２位以下で出場する場合は原則として対象外

　　　とするが、道中体連大会において複数校（複数チーム）が入賞した

　　　地区はその限りではない。

2　道中体連大会団体戦ベスト４の地区

　　※シード対象の学校（チーム）が地区予選を１位で出場していない場

　　　合は、当該地区の予選１位の学校（チーム）を対象とする。

4　上記で８シードが揃わない時は、抽選で支部１位をシードする。

学校対抗団体戦

1　２宛とし、高校選手権南北各ベスト２をシードする。

北海道選手権
(H27より)

1  推薦選手をシードする（国スポベスト８、全道高体連南北各ベスト４）

2  国スポ１６までを参考に８シードまであてる。

3  上記で8シードが揃わない時は、抽選で支部１位をシードする。

高校選抜
(H29より）

個人戦

1　推薦選手をシードする。(①全日本ジュニア好成績者(S16･D8)　②北海道選手権ベスト２

　　　　　　　　　　　　　③全日本ジュニア出場者　④北海道選手権ベスト４)

2　全日本ジュニア選考会ベスト４（可能な限り4分の1山に分割する）

3　北海道選手権大会ベスト８までを参考とする。

2　上記1の当該校が出場していない場合は、当該地区最上位校をあてる。

高校大会シード基準（個人戦1～4は固定）

国スポ予選

1　前年度選抜大会南北各ベスト4の推薦選手をシードする。

    ①　北大会、南大会の1位の選手を1、2シードとする。

    ②　北大会、南大会の2位の選手を3、4シードとする。

    ③  北大会、南大会の３位の選手を5.6.7.8シードとする。

2　その他の推薦選手をシードする。

新人大会
（R6.7.1～）

                  中学大会シード基準    　　R6.6.20

ジュニア新人
（R6.7.1～）

1　前年度中学新人大会シングルスのベスト４

2　前年度同大会のベスト４

3　ジュニアナショナルメンバー（U-13）



4 全道社会人ベスト２

5 全道学生ベスト２

6 全道高体連ベスト２の３年生

7 国スポ道予選少年の部ベスト２の３年生

全道シニア

下記成績を参考に８シードを宛てる

1 前年度大会ベスト４(順位固定・ダブルスのパートナーでも固定)

2 前年度全日本シニア大会出場者(ダブルスのパートナーでも固定)

　※5～8は、同一チーム(ダブルスの場合はパートナー)を考慮

北海道選手権
（H25より）

下記成績を参考に８シードを宛てる

1 前年度大会ベスト４(順位固定)

2 前年度全日本総合本選出場者

3 国スポ道予選会ベスト４

全道社会人

下記成績を参考に８シードを宛てる

1 前年度大会ベスト４(順位固定・ダブルスのパートナーでも固定)

2 前年度全日本社会人大会ベスト16以上(ダブルスのパートナーでも固定)

3 直近（当該年）の国スポ道予選または道選手権のベスト４

　※5～8は、同一チーム(ダブルスの場合はパートナー)を考慮

一般・学生シード基準

国スポ予選
（H27より）

下記成績を参考に８シードを宛てる

１前年度大会ベスト８(但し16以上出場の種目について。16未満はベスト4)

　・ベスト４は順位固定(ダブルスのパートナーでも固定)

　※5～8は、同一チーム(ダブルスの場合はパートナー)を考慮


